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と
る
。

　
1
　
学
部
長
〔
又
は
一
般
教
育
主
任
〕
に
お
い
て
関
係
教
授
と
諮
り
起
案
す
る
。

　
2
　
右
の
案
を
評
議
会
に
上
程
し
て
審
議
（
又
は
承
認
）
を
う
け
る
。

　
3
　
審
議
（
又
は
承
認
）
を
経
た
ら
案
を
各
部
教
授
会
〔
若
し
く
は
一
般
教
育

　
　
担
当
教
授
会
〕
で
決
定
す
る
。

四
、
講
師
の
任
免
は
学
部
長
会
議
に
於
て
大
綱
を
決
定
す
る
。
そ
の
範
囲
内
に
お

　
け
る
人
選
は
各
学
部
教
授
会
〔
又
は
一
般
教
育
担
当
教
授
会
〕
で
こ
れ
を
行
う
。

　
評
議
会
は
右
に
つ
い
て
報
告
を
う
け
る
。

五
、
教
授
会
は
各
学
部
毎
に
（
専
門
科
目
担
当
の
）
教
授
、
助
教
授
若
し
く
は
講
師

　
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
一
般
教
育
科
目
担
当
の
教
授
、
助
教
授
若
し
く
は
講
師

　
は
各
学
部
に
か
、
は
り
な
く
別
に
教
授
会
を
構
成
す
る
。
（
一
般
教
育
主
任
は

　
専
門
科
目
担
当
教
授
会
に
出
席
す
る
）

六
、
予
算
は
学
部
長
会
議
の
審
議
事
項
と
す
る
。
評
議
会
は
こ
れ
に
つ
い
て
報
告

　
を
受
け
る
。

2
　
『
一

橋
新
聞
』

ω
懸
案
の
工
経
廃
止
決
る

　
商
業
専
門
部
の
新
発
足

昭
和
十
九
年
以
来
増
地
前
部
長
排
斥
問
題
を
め
ぐ
っ
て
数
次
に
わ
た
っ
て
活
糧
な

運
動
を
展
開
し
た
工
業
経
営
専
門
部
廃
止
問
題
は
、
戦
局
の
急
展
開
と
共
に
消
滅

す
る
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
終
戦
の
到
来
は
再
び
こ
の
問
題

に
対
し
熱
烈
な
る
与
論
を
喚
起
し
、
生
徒
、
教
授
側
と
も
廃
止
す
る
こ
と
に
原
則

と
し
て
一
致
し
た
の
で
あ
る
が
、
二
月
十
六
日
の
専
門
学
校
長
会
議
に
於
い
て
二

十
一
年
度
に
於
い
て
は
工
業
経
営
専
門
部
は
生
徒
を
募
集
せ
ざ
る
こ
と
に
正
式
に

決
定
を
み
た
。
結
局
工
業
経
営
専
門
部
は
本
年
度
入
学
者
を
以
て
自
然
消
減
を
遂

げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
共
に
新
に
商
業
専
門
部
（
仮
称
）
に
経
済
科
並
に
経
営

科
を
設
け
各
八
O
名
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
多
年
の
重
要
懸
案
は

解
決
さ
れ
、
四
月
よ
り
新
し
き
専
門
部
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
橋
新
聞
」
《
号
数
不
明
》
（
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
目
）

②
学
内
に
学
制
改
革
対
策
委
員
会

六
・
三
・
三
制
の
実
施
に
関
し
産
大
自
体
の
対
策
を
ね
る
た
め
、
学
制
改
革
対
策

委
員
会
（
仮
称
）
を
設
け
る
事
と
な
り
エ
キ
ゾ
フ
イ
ツ
シ
ユ
と
し
て
学
長
、
予
科
長
い

專
門
部
長
、
研
究
所
長
、
図
書
館
長
、
事
務
官
、
及
び
学
部
、
予
科
、
専
門
部
各

学
務
課
長
な
ら
ぴ
に
学
部
上
田
、
中
山
両
教
授
、
研
究
所
小
田
橋
教
授
、
小
川
研
究



新制大学90ユ

員
、
専
門
部
深
見
、
鬼
頭
両
教
授
、
予
科
、
太
田
（
可
）
、
西
川
両
教
授
が
こ
れ
に
参
加

し
、
来
る
三
十
一
日
第
一
回
の
委
員
会
を
開
き
、
そ
の
結
果
を
別
項
の
如
き
二
月

一
日
に
開
か
れ
る
文
科
大
学
経
済
部
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
ほ
、
学
制
改
革
の
現
状
は
文
部
省
学
制
改
革
設
定
基
準
要
綱
以
後
ほ
と
ん
ど
進

　
（
捗
）

ち
ょ
く
せ
さ
る
た
め
同
委
員
会
は
本
学
側
独
自
の
具
体
案
の
考
究
を
つ
づ
け
る
か

た
は
ら
、
鋭
意
情
報
の
収
集
に
つ
と
め
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
橋
新
闘
』
　
第
三
八
三
号
（
昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
）

③
総
合
大
学
案
に
難
色

　
文
部
省
の
意
向
　
予
専
昇
格
に
反
対
か

本
年
一
月
よ
り
、
新
学
制
の
大
学
設
置
に
、
本
学
独
自
の
改
革
案
を
研
究
中
の
立

案
委
員
会
は
八
月
六
日
現
存
学
部
、
予
科
専
門
部
、
養
成
所
お
よ
び
研
究
所
の
施

設
な
ら
び
に
人
員
を
あ
げ
て
設
置
の
社
会
科
学
総
合
大
学
案
大
綱
を
決
定
、
文
部

当
局
の
要
請
に
も
と
づ
き
八
月
十
三
日
予
科
、
新
学
制
へ
の
転
換
方
針
に
関
し
、

現
存
予
科
は
実
質
的
に
は
大
学
に
昇
格
、
既
設
大
学
の
一
部
を
構
成
の
旨
報
告
し

た
が
、
文
部
省
有
力
す
じ
は
予
算
節
約
上
昭
和
廿
四
年
度
か
ら
新
学
制
実
施
に
と

も
な
い
予
科
、
専
門
部
を
分
離
廃
止
し
、
現
在
学
部
定
員
の
四
分
の
一
を
増
加
定

員
千
二
百
名
程
度
の
カ
レ
ッ
ヂ
に
縮
少
す
る
意
向
で
、
懸
案
の
社
会
総
合
大

学
案
は
一
大
困
難
が
予
想
さ
れ
逆
に
本
学
の
量
、
質
的
な
縮
少
、
低
下

の
危
険
が
大
と
な
っ
た
。

本
学
案
は
、
戦
災
を
免
れ
た
全
施
設
と
す
で
に
総
合
大
学
の
実
質
を
も
つ
三
科
教

授
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
二
千
四
百
名
の
定
員
を
そ
の
ま
ま
新
制
大
学
に
総
合
発
展
、

商
、
経
、
法
、
社
四
学
部
の
社
会
科
学
総
合
大
学
を
結
成
の
も
の
で
施
設
人
員
は

最
小
限
現
状
維
持
で
も
可
能
で
あ
り
、
文
部
当
局
の
理
申
予
算
面
の
変
化
は
予

科
、
専
門
部
の
質
的
大
学
昇
格
に
伴
う
多
少
人
件
費
の
制
度
的
増
大
に
す
ぎ
ず
、

地
方
の
高
等
専
門
学
校
が
ぞ
く
ぞ
く
昇
格
し
よ
う
と
す
る
と
き
か
か
る
理
由
で
本

学
予
科
、
専
門
部
の
実
質
的
昇
格
を
拒
む
こ
と
は
、
現
実
無
視
も
甚
し
い
と
し
て

い
る
。

文
部
省
の
縮
少
意
向
は
、
本
学
が
学
部
中
心
の
単
科
大
学
な
る
こ
と
が
理
由
だ
が

立
案
委
員
会
で
は
本
学
の
歴
史
的
社
会
的
立
場
を
無
視
す
る
も
の
と
し
て
反
対
、




